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わかりやすく解説

花巻市の財政状況
＜平成２8年度決算から＞

花巻市の財政状況を
わかりやすく
解説します。

花巻市は全国でも有名な温泉どころです早池峰山



その１　花巻市の財政状況は？

平成28年度一般会計決算から花巻市の財政状況を説明します。

①　平成28年度の主なお金の使い道は？

ここで、歳出のうち義務的経費の5年間の推移を見てみましょう。

　平成28年度一般会計の歳出総額は493億6,425万円で、そのうち44.5％を義務的経費が

占めています。

　義務的経費は、人件費（職員の給料等）、扶助費（社会保障制度の一環として、子ど

も・高齢者・障がい者・生活困窮者などへの支援に要する経費）、公債費（借金の返済

等）で構成され、支出することが制度的に義務づけられている経費です。義務的経費の割

合が高くなると自由に使えるお金が少なくなり、公共施設の建設や新しい市民サービスな

どの実施が難しくなります。

　投資的経費は、道路や学校、スポーツ施設など将来に残るものに対する経費です。

　その他の経費は、施設の光熱水費や委託料、各種団体に対する補助金などの経費です。
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②　花巻市の財政は黒字？貯金はどれくらい？

　「実質収支」＝歳入総額（513億4,446万円）－歳出総額（493億6,425万円）

－翌年度に繰越すべき財源（2億2,222万円）

　ここで、「実質収支」と「財政調整基金」の5年間の推移を見てみましょう。

　次に、花巻市の貯金ですが、地方財政では「財政調整基金」が貯金に該当します。

　平成28年度末の「財政調整基金」の現在高は77億5,142万円です。

　地方財政の黒字または赤字は、「実質収支」という指標によって示されます。

　平成28年度決算の「実質収支」は17億5,799万円であり、花巻市の財政は黒字ということ

になります。

　人件費は、保育士の処遇改善を図るため、臨時補助員から任期付職員または非常勤職員

に任用替えしたことなどにより、前年度に比べて1億9,410万円増加しています。

　扶助費は、保育業務の委託経費の増加や、障害のある方の日常生活を支える給付の増加

等により、5年で約7億7,526万円増加しています。平成28年度は、前年度に比べて臨時

福祉給付金などが増加しています。

　公債費は、新たな借り入れを控えて、残っている借金を低利率で借り換え、繰り上げて

返済することで、後年度の負担を減らしてきたため、5年で約6億7,705万円減少していま

す。

　「実質収支」からわかるように、花巻市の財政は常に黒字を保ってい

ます。

　また、貯金を示す「財政調整基金」については、平成28年度に一部

を取り崩しましたが、一定規模を保っています。

　つまり、現在の財政状況は、貯金を確保しながら黒字を保っており、

安定した状況にあるといえます。
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決算で余ったお金などを積み立て、市税等の減収による財源不足や災害の
際に取り崩すことにより、年度間の財源を調整するための基金です。

財政調整基金とは？
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③　自由に使えるお金の割合はどれくらい？

　ここで、岩手県の平均や類似団体の平均と比較して「経常収支比率」の5年間の推移を
見てみましょう。

　家計において、収入から支払う食費・ローン（借金）・学費など、固定性の強い支出の

占める割合が高くなると、自由に使えるお金が少なくなります。

　地方財政では、「経常収支比率」という指標によって、自由に使えるお金の割合（財政

構造の弾力性）が示されます。100％を基準として、基準を上回るほど通常の収入から支

出を賄うことができなくなり、財政が逼迫している状況になっていることを意味します。

逆に、基準を下回るほどお金の自由度が増し、財政構造の弾力性が高くなっているといえ

ます。

　平成28年度決算の「経常収支比率」は87.3％であり、12.7％分を自由に使うことがで

きるといえ、ある程度の弾力性が認められることがわかります。
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花巻市の「経常収支比率
は」岩手県平均と同程度で推
移しています。

また、類似団体平均と比較
すると、自由に使えるお金の
割合が若干高い状態が続いて
います。

①で説明した人件費や公債費、扶助費などの義務的性格の強い経常経費
に、市税や普通交付税を中心とする経常一般財源がどの程度充当されている
かを見ることにより、財政構造の弾力性を判断する指標です。
経常収支比率＝経常経費充当一般財源総額／経常一般財源総額

経常収支比率とは？

※岩手県平均･･･沿岸12市町村以外の21市町村の平均（岩手県HPより）

※類似団体平均･･･人口規模や産業構造でグループに分けた市区町村の平均

花巻市は人口の減少のため平成27年度からグループが変わりました。

花巻市の類似団体は、平成26年度までは宮城県大崎市など全国で85団体、

平成27年度は、青森県十和田市や秋田県横手市など全国で77団体です。

H28は公表前のため非掲載（総務省HPより）

以下、５年間の推移グラフの岩手県平均と類似団体平均に関する説明は、同じ内容
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④　どれくらい自力で財源を確保できているの？

花巻市

　ここで、岩手県の平均や類似団体の平均と比較して「財政力指数」の5年間の推移を
見てみましょう。

　家計において、支出が収入を上回る場合は、親類からの仕送りに頼る場合があります。

　地方財政では、「財政力指数」という指標によって、行政の仕事に必要な費用をどれだ

け自力で調達できるか（財政力の強弱）が示されます。1に近いあるいは１を超えるほど、

財源に余裕がある(財政力が強い)といえます。

　平成28年度決算の「財政力指数」は0.45で、国からの普通交付税により不足分を補って

います。

花巻市

0.43 0.43 0.44 0.45 0.45 

岩手県平均

0.35 
0.36 0.37 0.38 

0.38 

類似団体平均

0.74 0.74 0.74 

0.53 

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

H24 H25 H26 H27 H28

地方公共団体の財政力を示す指数で、「基準財政収入額」を「基準財政需要額」で除し
て得た数値の過去３年間の平均値をいいます。

「基準財政収入額」・・・各地方公共団体の財政力を合理的に測定するため、地方公共
団体の標準的な税収入の一定割合により算出した額
「基準財政需要額」・・・各地方公共団体の合理的かつ妥当な水準における行政を行う
ために必要となる費用を一定の方法で算出した額

財政力指数が高いほど自主財源の割合が高く、財政力が強い団体ということになり、1
を超える団体は国からの支援を要しない強さを示し、普通交付税の不交付団体となりま
す。

財政力指数とは？

花巻市の「財政力指数」
は、常に岩手県平均を上回っ
ており、県内市町村のなかで
は財政力が比較的強いといえ
ます。

地方公共団体間の財源の不均衡を調整し、どの地域に住む方にも一定の行政
サービスを提供できるように、国税の一定割合の額が国から地方公共団体へ地方交
付税として配分されます。
地方交付税には、普通交付税と災害等特別の事情に応じて交付する特別交付税
があります。
普通交付税は、基準財政需要額が基準財政収入額を超える地方自治体に対して、
その差額（財源不足額）を基本として交付されます。

普通交付税とは？
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その２　花巻市の借金はどうなっているの？

①　借金はどれくらい？

　ここで、「地方債残高」の5年間の推移を見てみましょう。

②　借金返済の負担状況はどうなの？

　平成28年度は、残っている借金の返済額よりも新たな借入の額が多

かったため、地方債残高は前年度より増加しました。

　家計における借金は、地方財政では「地方債」が該当します。

　学校や道路などの公共施設の整備には一時的に多額のお金が必要となります。これをそ

の年の収入だけで賄ってしまうと他の仕事ができなくなるため、地方債を活用して年度間

の負担調整を図っています。

　また、公共施設は将来の世代も利用するものであるため、地方債には世代間の負担を公

平にする役割もあります。

　花巻市では、平成28年度に60億5,890万円を新たに借り入れて、53億2,831万円を返

済したことにより、平成28年度末の地方債残高は547億9,193万円となっています。

　※地方債の発行は、原則として、公共施設の建設など資産形成を伴うものの費用に充て

る場合に限られます。

　家庭において、家や車のローン、クレジットカードで買い物をした支払いなどの借金返

済額が、収入に占める割合として大きくなればなるほど家計は苦しくなります。

　地方財政では、「実質公債費比率」という指標によって、標準的な収入に対する借金返

済額の割合が示されます。借金返済の負担が多すぎないかをチェックする指標で、25％を

超えると要注意状態、35％を超えると自主的に財政を立て直せない状態にあることとなり

ます。

　平成28年度決算の「実質公債費比率」は9.9％で、基準値を超えることはありませんで

した。

　ここで、岩手県の平均や類似団体の平均と比較して「実質公債費比率」の5年間の推移を
見てみましょう。
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③　将来の世代に借金の負担はかからないの？

　ここで、岩手県の平均と比較して「将来負担比率」の5年間の推移を見てみましょう。

　家計において、家や車のローンの残高など、これから返済していかなければならない借

金の総額が大きいほど、将来の負担も大きくなります。

　地方財政では「将来負担比率」という指標によって、借金返済額の総額が標準的な収入

の何年分にあたるかということが示されます。負債にかかる将来的な負担が大きくないか

をチェックする指標で、350％を超える（将来にわたる借金返済総額が年収の3.5倍を超

える）と要注意状態にあることとなります。

　平成28年度決算の「将来負担比率」は99.6％で、基準値を超えることはありませんでし

た。
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花巻市の「実質公債費比
率」は毎年減少しています。

合併時に旧市町の借金を引
き継いだため、県内他市町村
より借金の負担割合が若干大
きい状態が続いていました
が、その差は縮小し、岩手県
平均と同程度で推移していま
す。

地方公共団体の公債費が財政に及ぼす負担を表す指標です。「標準財政規模」に対する
元利償還金及び準元利償還金の割合で、決算に基づく数値の３か年平均によって算出さ
れます。
「標準財政規模」・・・地方公共団体が合理的かつ妥当な水準の行政サービスを提供する上
で必要な一般財源の目安となる指標で、標準税収入額等に普通交付税を加算した額

実質公債費比率とは？

地方公共団体の実質的な将来負担の程度を示す指標です。一部事務組合や第三
セクター等も含め、一般会計等が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模に
対する割合を示しています。

将来負担比率とは？

花巻市の「将来負担比率」
は岩手県平均を上回っていま
すが、借金を減らすなど、改
善を進めます。

※類似団体平均は、

公表されていないた

め非掲載
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